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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオンを放出する
化合物〔以下、（Ａ）成分という〕と、（Ｂ）Ｎ＋－Ｈ結合を有する化合物〔以下、（Ｂ
）成分という〕と、（Ｃ）水酸化カルシウム及び酸化カルシウムから選ばれる化合物〔以
下、（Ｃ）成分という〕とを含有し、
　（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル
数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分
中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、３．０以下である、
モノハロゲノアミン製造用組成物。
【請求項２】
　（Ａ）成分が、（Ａ１）ハロゲン化イソシアヌル酸及びその塩、（Ａ２）ハロゲン化ヒ
ダントイン及び（Ａ３）次亜ハロゲン酸塩から選ばれる一種以上の化合物である、請求項
１記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【請求項３】
　（Ｃ）成分が、固体の化合物である、請求項１又は２記載のモノハロゲノアミン製造用
組成物。
【請求項４】
　（Ｃ）成分の平均粒径が、０．１μｍ～１ｃｍである、請求項１～３の何れか１項記載
のモノハロゲノアミン製造用組成物。
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【請求項５】
　（Ｂ）成分が、アンモニウム塩である、請求項１～４の何れか１項記載のモノハロゲノ
アミン製造用組成物。
【請求項６】
　（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）が、（Ｂ）成分中のＮ＋－
Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、０．００５以上２．０以下である、
請求項１～５の何れか１項記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【請求項７】
　（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル
数）の和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、
０．００５以上１．５以下である、請求項１～６の何れか１項記載のモノハロゲノアミン
製造用組成物。
【請求項８】
　（Ａ）水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオンを放出する
化合物〔以下、（Ａ）成分という〕と、（Ｂ）Ｎ＋－Ｈ結合を有する化合物〔以下、（Ｂ
）成分という〕と、（Ｃ）水酸化カルシウム及び酸化カルシウムから選ばれる化合物〔以
下、（Ｃ）成分という〕と、水とを混合して、（Ａ）成分と（Ｂ）成分とを反応させる、
モノハロゲノアミンの製造方法であって、
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分、及び（Ｃ）成分を、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸
量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオ
ン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）
に対して、モル比で、３．０以下となるように混合する、
モノハロゲノアミンの製造方法。
【請求項９】
　反応終了後の反応液のｐＨが８．０以上である、請求項８記載のモノハロゲノアミンの
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、モノハロゲノアミン製造用組成物、及びモノハロゲノアミンの製造方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　塩素を含む化合物は、塩素系殺菌剤として、食材、医療器具、厨房用具、日用器具、室
内清掃除菌、人体や動植物の殺菌、浴槽やプールの殺菌、除菌等、広い分野の殺菌処理に
利用されている。
　塩素系殺菌剤として最も汎用されているのは次亜塩素酸である。一方で、有機物による
分解反応で次亜塩素酸の濃度が低下し、また、ｐＨがアルカリであることにより殺菌効果
が低下する課題がある。
【０００３】
　一方、次亜塩素酸に代わる殺菌剤として、結合塩素の一種であるモノクロラミンが知ら
れている。
　モノクロラミンは、次亜塩素酸と比較して有機物と反応しにくく効果の持続性に優れる
、金属材料を腐食させにくい、残留性が高い、バイオフィルムにも作用する、といった有
利な点がある。一方、高濃度における保存安定性が悪いため、一般に、使用時にその都度
発生させる、いわゆる用時調製により用いられる。
　モノクロラミンは、塩素又は次亜塩素酸とアンモニアとを反応させることにより得られ
る。
【０００４】
　特許文献１には、塩化アンモニウム溶液と次亜塩素酸ナトリウム溶液との反応によって
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モノクロラミンを合成する方法において、次亜塩素酸ナトリウム溶液を、無機塩基を用い
て予めアルカリ性にし、且つ、反応媒体中の塩化アンモニウムの濃度と反応媒体中の次亜
塩素酸ナトリウムの濃度との比を１～１．５にする方法が記載されている。
【０００５】
　特許文献２には、固体次亜ハロゲン化物、固体窒素源、及び、少なくとも１つの副次的
な機能を有するｐＨ調整剤を含有し、水と混合されたときに殺菌性混合物を形成する、２
剤型固体組成物が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－１５５６５１号公報
【特許文献２】米国特許出願公開第２００７／０１２３４２３号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献２の実施例には、アルカリ金属の水酸化物を用いた組成物が開示されているが
、固体のアルカリ金属の水酸化物は潮解性を有するため乾燥剤等の保存安定剤が必要であ
ること、また劇物であること等の理由で取り扱い性が困難である。
　一方、アルカリ土類金属の水酸化物は取り扱い性には優れるものの、これを用いてモノ
ハロゲノアミンを水系で製造した場合は、反応物中に分散して、白濁し易くなることが判
明した。一度白濁した反応物では、アルカリ土類金属の水酸化物は溶解しにくいため、モ
ノハロゲノアミンを含む当該反応物を使用する際に、白濁物が機器に付着して、汚染し、
熱効率を低下させる等の弊害が生じる。
　本発明は、取扱い性に優れるアルカリ土類金属の水酸化物をモノハロゲノアミンの製造
に用いた際に生じる、白濁を抑制できるモノハロゲノアミン製造用組成物を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、（Ａ）水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオン
を放出する化合物〔以下、（Ａ）成分という〕と、（Ｂ）Ｎ＋－Ｈ結合を有する化合物〔
以下、（Ｂ）成分という〕と、（Ｃ）アルカリ土類金属水酸化物〔以下、（Ｃ）成分とい
う〕とを含有し、
　（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル
数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分
中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、４．０以下である、
モノハロゲノアミン製造用組成物に関する。
【０００９】
　また、本発明は、（Ａ）水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸
イオンを放出する化合物〔以下、（Ａ）成分という〕と、（Ｂ）Ｎ＋－Ｈ結合を有する化
合物〔以下、（Ｂ）成分という〕と、（Ｃ）アルカリ土類金属水酸化物〔以下、（Ｃ）成
分という〕と、水とを混合して、（Ａ）成分と（Ｂ）成分とを反応させる、モノハロゲノ
アミンの製造方法であって、
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分、及び（Ｃ）成分を、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸
量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオ
ン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）
に対して、モル比で、４．０以下となるように混合する、
モノハロゲノアミンの製造方法に関する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、取扱い性に優れるアルカリ土類金属の水酸化物をモノハロゲノアミン
の製造に用いた際に生じる、白濁を抑制できるモノハロゲノアミン製造用組成物及びモノ
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ハロゲノアミンの製造方法が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
〔モノハロゲノアミン製造用組成物〕
＜（Ａ）成分＞
　（Ａ）成分は、水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオンを
放出する化合物である。（Ａ）成分は固体化合物が好ましい。
　（Ａ）成分としては、（Ａ１）ハロゲン化イソシアヌル酸及びその塩、（Ａ２）ハロゲ
ン化ヒダントイン及び（Ａ３）次亜ハロゲン酸塩から選ばれる化合物が挙げられる。
【００１２】
　（Ａ１）ハロゲン化イソシアヌル酸及びその塩としては、具体例として、ジクロロイソ
シアヌル酸ナトリウム、ジクロロイソシアヌル酸カリウム等のジクロロイソシアヌル酸塩
、トリクロロイソシアヌル酸、ブロモイソシアヌル酸ナトリウム、ブロモイソシアヌル酸
カリウム等のブロモイソシアヌル酸塩、ジブロモイソシアヌル酸、トリブロモイソシアヌ
ル酸、トリヨードイソシアヌル酸が挙げられる。
　（Ａ２）ハロゲン化ヒダントインとしては、具体例として、クロロジメチルヒダントイ
ン、ジクロロジメチルヒダントイン、ブロモジメチルヒダントイン、ジブロモジメチルヒ
ダントイン、ヨードジメチルヒダントイン、ジヨードジメチルヒダントイン、ブロモクロ
ロジメチルヒダントイン、クロロヨードジメチルヒダントイン、ブロモヨードジメチルヒ
ダントインが挙げられる。
　（Ａ３）次亜ハロゲン酸塩としては、具体例として、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素
酸カルシウム、次亜塩素酸マグネシウム、塩化次亜塩素酸カルシウム、塩化次亜塩素酸マ
グネシウム等の次亜塩素酸塩、次亜臭素酸ナトリウム等の次亜臭素酸塩、次亜ヨウ素酸ナ
トリウム等の次亜ヨウ素酸塩が挙げられる。
【００１３】
　（Ａ）成分は、水に溶解させた時に次亜塩素酸及び／又は次亜塩素酸イオンを放出する
化合物が好ましい。（Ａ）成分は、塩素化イソシアヌル酸及びその塩、塩素化ヒダントイ
ンまたは次亜塩素酸塩が好ましい。
　（Ａ）成分は、好ましくは、ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム、ジクロロイソシアヌ
ル酸カリウム、トリクロロイソシアヌル酸、クロロジメチルヒダントイン、ジクロロジメ
チルヒダントイン、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸カルシウム、次亜塩素酸マグネシ
ウム、塩化次亜塩素酸カルシウム、及び塩化次亜塩素酸マグネシウムから選ばれる化合物
である。
　（Ａ）成分は、より好ましくは、ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム、トリクロロイソ
シアヌル酸、及び次亜塩素酸カルシウムから選ばれる化合物である。
　（Ａ）成分は、更に好ましくは次亜塩素酸カルシウムである。
【００１４】
　（Ａ）成分は、取扱い性の観点から粒子であることが好ましく、（Ａ）成分の粒子の平
均粒径は、好ましくは０．００５ｍｍ以上、より好ましくは０．０１ｍｍ以上、より好ま
しくは０．０２ｍｍ以上、そして、反応性の観点から、好ましくは５ｃｍ以下、より好ま
しくは１ｃｍ以下、更に好ましくは７ｍｍ、更に好ましくは５ｍｍ以下、更に好ましくは
３ｍｍ以下、更に好ましくは１ｍｍ以下、更に好ましくは０．２ｍｍ以下である。（Ａ）
成分の平均粒径は、光学顕微鏡で観察した、無作為に抽出した１００個の粒子に基づく数
平均径である。長径と短径がある場合は、長径を測定する。
【００１５】
＜（Ｂ）成分＞
　（Ｂ）成分は、Ｎ＋－Ｈ結合を有する化合物である。（Ｂ）成分は固体化合物が好まし
い。
　（Ｂ）成分としては、アンモニウム塩又はスルファミン酸が挙げられる。
　（Ｂ）成分としては、アンモニウムイオン（ＮＨ４

＋）を含むアンモニウム塩（以下、
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無機アンモニウム塩という）と有機アンモニウムイオンを含むアンモニウム塩（以下、有
機アンモニウム塩という）が挙げられる。有機アンモニウムイオンは、アンモニウムイオ
ンの水素原子が、炭素を含む基で置換されたイオンである。（Ｂ）成分は、無機アンモニ
ウム塩が好ましい。（Ｂ）成分は、アンモニウムイオンを含むアンモニウム塩が好ましい
。
【００１６】
　無機アンモニウム塩としては、塩化アンモニウム、硫酸アンモニウム、リン酸三アンモ
ニウム、リン酸水素二アンモニウム、リン酸二水素アンモニウム、硝酸アンモニウム、臭
化アンモニウム、ヨウ化アンモニウム、炭酸アンモニウム、炭酸水素アンモニウム、シュ
ウ酸アンモニウム、酢酸アンモニウム、乳酸アンモニウム、クエン酸アンモニウムが挙げ
られる。
【００１７】
　有機アンモニウム塩としては、第一級アンモニウム塩、第二級アンモニウム塩が挙げら
れる。ここで、第一級アンモニウム塩はアンモニウムイオンの水素原子の一つが炭素を含
む基で置換されたもの、第二級アンモニウム塩はアンモニウムイオンの水素原子の二つが
炭素を含む基で置換されたものを言う。
【００１８】
　（Ｂ）成分は、好ましくは、塩化アンモニウム、硫酸アンモニウム、リン酸三アンモニ
ウム、リン酸水素二アンモニウム、リン酸二水素アンモニウム、硝酸アンモニウム、臭化
アンモニウム、ヨウ化アンモニウム、炭酸アンモニウム及び炭酸水素アンモニウムから選
ばれる化合物である。
　（Ｂ）成分は、より好ましくは、塩化アンモニウム、硫酸アンモニウム、リン酸三アン
モニウム、リン酸水素二アンモニウム、リン酸二水素アンモニウム、硝酸アンモニウム、
炭酸アンモニウム及び炭酸水素アンモニウムから選ばれる化合物である。
　（Ｂ）成分は、更に好ましくは、塩化アンモニウムである。
【００１９】
　（Ｂ）成分の対イオンは、好ましくは、塩化物イオン、硫酸イオン、リン酸イオン、リ
ン酸水素イオン、リン酸二水素イオン、硝酸イオン、臭化物イオン、ヨウ化物イオン、炭
酸イオン、炭酸水素イオン、シュウ酸イオン、酢酸イオン、乳酸イオン、及びクエン酸イ
オンから選ばれる。
　（Ｂ）成分の対イオンは、より好ましくは、塩化物イオン、硫酸イオン、リン酸イオン
、リン酸水素イオン、リン酸二水素イオン、硝酸イオン、臭化物イオン、ヨウ化物イオン
、炭酸イオン、及び炭酸水素イオンから選ばれる。
　（Ｂ）成分の対イオンは、更に好ましくは、塩化物イオン、硫酸イオン、リン酸イオン
、リン酸水素イオン、リン酸二水素イオン、硝酸イオン、炭酸イオン、及び炭酸水素イオ
ンから選ばれる。
　（Ｂ）成分の対イオンは、より更に好ましくは、塩化物イオンである。（Ｂ）成分は、
より更に好ましくは、アンモニウムイオンと塩化物イオンとからなるアンモニウム塩、す
なわち塩化アンモニウムである。
【００２０】
　（Ｂ）成分は粒子であることが好ましく、（Ｂ）成分の粒子の平均粒径は、好ましくは
０．００５ｍｍ以上、より好ましくは０．０１ｍｍ以上、更に好ましくは０．０５ｍｍ以
上、より更に好ましくは０．１ｍｍ以上、より更に好ましくは０．５ｍｍ以上、そして、
反応性の観点から、好ましくは３ｃｍ以下、より好ましくは８ｍｍ以下、更に好ましくは
３ｍｍ以下である。（Ｂ）成分の粒子の平均粒径は、光学顕微鏡で観察した、無作為に抽
出した１００個の粒子に基づく数平均径である。長径と短径がある場合は、長径を測定す
る。
【００２１】
＜（Ｃ）成分＞
　（Ａ）成分と、（Ｂ）成分との反応により、モノハロゲノアミンを生成することができ



(6) JP 6875111 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

るが、更に（Ｃ）成分を用いることでモノハロゲノアミンの生成率を高くすることができ
る。（Ｃ）成分は、アルカリ土類金属水酸化物である。（Ｃ）成分は、固体のアルカリ土
類金属水酸化物が好ましい。
　（Ｃ）成分のアルカリ土類金属水酸化物としては、水酸化カルシウムや水酸化マグネシ
ウムが挙げられ、水酸化カルシウムが好ましい。また、アルカリ土類金属水酸化物として
は、塩化水酸化マグネシウム、塩化水酸化カルシウムのようなアルカリ土類金属塩化物水
酸化物が挙げられる。
　アルカリ土類金属酸化物は、水と反応してアルカリ土類金属水酸化物となるため、本発
明では（Ｃ）成分として使用することができる。アルカリ土類金属酸化物としては、酸化
マグネシウム、酸化カルシウムが挙げられる。
　（Ｃ）成分は、水酸化カルシウムが好ましい。
【００２２】
　（Ｃ）成分は、粒子であることが好ましい。（Ｃ）成分の粒子の平均粒径は、（Ｃ）成
分の入手性及び（Ｃ）成分の生産性の観点から、好ましくは０．１μｍ以上、より好まし
くは１μｍ以上、更に好ましくは５μｍ以上、そして、モノハロゲノアミンの生産性及び
白濁の抑制の観点から、好ましくは１ｃｍ以下、より好ましくは１ｍｍ以下、更に好まし
くは０．１ｍｍ以下である。（Ｃ）成分の平均粒径は、光学顕微鏡で観察した、無作為に
抽出した１００個の粒子に基づく数平均径である。長径と短径がある場合は、長径を測定
する。
【００２３】
＜組成等＞
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸
量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオ
ン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）
に対して、モル比で、４．０以下である。
　このモル比は、［（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量（理論生成モル数）及び次
亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理
論生成モル数）との和］／［（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）］の比
である。
　以下、このモル比を、〔（Ａ）＋（Ｃ）〕／（Ｂ）で表す場合もある。
　本発明者等は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分とのモノハロゲノアミンの生成反応と、（Ｃ）
成分と（Ｂ）成分との中和反応による（Ｃ）成分の溶解促進とが、同時に進行するため、
（Ｃ）成分の溶解性の低減による過剰な白濁を抑制するためには、（Ａ）成分と（Ｃ）成
分との合計の理論生成モル数と、（Ｂ）成分の理論生成モル数とが影響するのではないか
と考え、〔（Ａ）＋（Ｃ）〕／（Ｂ）のモル比を上記範囲とすることにより、（Ｃ）成分
を用いても、水系の反応物中での白濁の生成を抑制できることを見出した。
【００２４】
　本発明では、〔（Ａ）＋（Ｃ）〕／（Ｂ）のモル比は、白濁抑制の観点から、好ましく
は３．８以下、より好ましくは３．５以下、さらに好ましくは３．０以下、より更に好ま
しくは２．５以下、より更に好ましくは２．０以下、より更に好ましくは１．５以下、よ
り更に好ましくは１．０以下、より更に好ましくは０．８以下、そして、モノハロゲノア
ミンの生成率の観点から、好ましくは０．００５以上、より好ましくは０．０５以上、更
に好ましくは０．１以上、より更に好ましくは０．３以上、より更に好ましくは０．５以
上、より更に好ましくは０．８以上、より好ましくは１．０以上である。
【００２５】
　ここで、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量（理論生成モル数）は、（Ａ）成分
の質量を（Ａ）成分の分子量で割った値に、分子内の結合ハロゲン数を掛けた物質量とし
て定義される。
　また、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）は、（Ａ）
成分の質量を（Ａ）成分の分子量で割った値に、分子内の次亜ハロゲン酸イオン数を掛け
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た物質量として定義される。
　また、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）は、（Ｂ）成分の質量を（
Ｂ）成分の分子量で割った値に、分子内のＮ＋－Ｈイオン数を掛けた物質量として定義さ
れる。
　また、（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）は、アルカリ土類金
属水酸化物の質量をアルカリ土類金属水酸化物の分子量で割った値に、分子内の水酸化物
イオン数を掛けた物質量として定義される。また、アルカリ土類金属酸化物を用いる場合
は、アルカリ土類金属酸化物から生成するアルカリ土類金属水酸化物について同様に算出
される質量として定義される。
【００２６】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸
量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）の和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオ
ン量（理論生成モル数）に対して、モノハロゲノアミンの生成率の観点から、モル比で、
好ましくは０．００５以上、より好ましくは０．０１以上、更に好ましくは０．０３以上
、より更に好ましくは０．１以上、より更に好ましくは０．３以上、そして、好ましくは
３．５以下、更に好ましくは３以下、更に好ましくは１．５以下、更に好ましくは１．３
以下、更に好ましくは１．０以下である。
　このモル比は、［（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量（理論生成モル数）及び次
亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）の和］／［（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（
理論生成モル数）］の比である。
　以下、このモル比を、（Ａ）／（Ｂ）で表す場合もある。
【００２７】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量
（理論生成モル数）が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、
モル比で、モノハロゲノアミンの生成率の観点から、０．００５以上、より好ましくは０
．０５以上、更に好ましくは０．１以上、更に好ましくは０．２以上、より更に好ましく
は０．６以上、より更に好ましくは０．８以上、より更に好ましくは１．０以上、そして
、白濁を抑制する観点から、好ましくは３．５以下、更に好ましくは３．０以下、より更
に好ましくは２．０以下、より更に好ましくは１．５以下、より更に好ましくは１．３以
下である。
　このモル比は、［（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）］／［（
Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）］の比である。
　以下、このモル比を、（Ｃ）／（Ｂ）で表す場合もある。
【００２８】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、モノハロゲノアミンの製造の効率の観点
から、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比［（Ａ）／（Ｂ）］が、好ましくは０．０１以上
、より好ましくは０．０５以上、より好ましくは０．２以上、更に好ましくは０．５以上
、そして、好ましくは１０以下、より好ましくは５以下、より好ましくは２以下、更に好
ましくは１．５以下である。
【００２９】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の
合計質量中、（Ａ）成分の質量の割合、即ち、（Ａ）成分の質量×１００／［（Ａ）成分
と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量］が、モノハロゲノアミンの生成率及び白濁の抑制
の観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１
０質量％以上、より更に好ましくは１５質量％以上、より更に好ましくは２０質量％以上
、より更に好ましくは２５質量％以上、より更に好ましくは３５質量％以上、そして、好
ましくは８０質量％以下、より好ましくは７０質量％以下、更に好ましくは６０質量％以
下、より更に好ましくは５０質量％以下である。前記モル比や質量比を満たした上で、（
Ａ）成分の含有量がこれらの範囲にあることが好ましい。
【００３０】
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　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の
合計質量中、（Ｂ）成分の質量の割合、即ち、（Ｂ）成分の質量×１００／［（Ａ）成分
と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量］が、モノハロゲノアミンの生成率及び白濁の抑制
の観点から、好ましくは１質量％以上、より好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１
０質量％以上、より更に好ましくは２０質量％以上、より更に好ましくは２２質量％以上
、より更に好ましくは２５質量％以上、より更に好ましくは３０質量％以上、そして、好
ましくは８０質量％以下、より好ましくは７０質量％以下、更に好ましくは６０質量％以
下、より更に好ましくは５０質量％以下である。前記モル比や質量比を満たした上で、（
Ｂ）成分の含有量がこれらの範囲にあることが好ましい。
【００３１】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の
合計質量中、（Ｃ）成分の質量の割合、即ち、（Ｃ）成分の質量×１００／［（Ａ）成分
と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量］が、モノハロゲノアミンの生成率及び白濁の抑制
の観点から、好ましくは０．１質量％以上、より好ましくは０．５質量％以上、更に好ま
しくは１質量％以上、より更に好ましくは５質量％以上、より更に好ましくは１０質量％
以上、より更に好ましくは１５質量％以上、より更に好ましくは２０質量％以上、そして
、好ましくは７０質量％以下、より好ましくは６０質量％以下、更に好ましくは４５質量
％以下である。前記モル比を満たした上で、（Ｃ）成分の含有量がこれらの範囲にあるこ
とが好ましい。
【００３２】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分
を、それぞれ分離して保持する用時調製型モノハロゲノアミン製造用物品から、使用直前
に調製しても良い。
【００３３】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、モノクロラミンの製造用として好適であ
る。
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、水と混合するだけでモノクロラミン等の
ハロゲノアミンを速やかに合成することができる。
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、殺菌剤用組成物として使用しても良い。
【００３４】
　なお、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分は、取扱い性の観点から、それぞれ固体
であることが好ましい。（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分について、それぞれが固
体であるということは、室温、例えば２０℃において固体であることをいう。また、（Ａ
）成分、（Ｂ）成分又は（Ｃ）成分が他の固体に担持されて実質的に固体であると認識で
きる状態も、固体に含めることができる。
【００３５】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分
を含有する一剤型であってよい。
　また、本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ
）成分から選ばれる２種を含有する剤と、残りの１種を含有する剤とからなる、二剤型で
あってよい。
　また、本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、（Ａ）成分を含有する剤、（Ｂ）
成分を含有する剤、（Ｃ）成分を含有する剤からなる、三剤型であってよい。
【００３６】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、好ましくは、（Ａ）成分及び（Ｃ）成分
を含有する剤と、（Ｂ）成分を含有する剤とからなる、二剤型である。
　また、本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、好ましくは、（Ａ）成分を含有す
る剤と、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分を含有する剤とからなる、二剤型である。
　また、本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、好ましくは、（Ａ）成分を含有す
る剤、（Ｂ）成分を含有する剤、（Ｃ）成分を含有する剤とからなる、三剤型である。



(9) JP 6875111 B2 2021.5.19

10

20

30

40

50

【００３７】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、扱いやすさの観点から、温度が、好まし
くは０℃以上、より好ましくは５℃以上、より好ましくは１０℃以上、そして、安全性の
観点から、好ましくは８０℃以下、より好ましくは６０℃以下、より好ましくは５０℃以
下、より好ましくは４０℃以下の水と混合して用いる。また、本発明のモノハロゲノアミ
ン製造用組成物は、モノハロゲノアミンの生成率の観点から、温度が、好ましくは４０℃
以下、より好ましくは３０℃以下、より好ましくは１０℃以下の水と混合して用いる。
【００３８】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、モノハロゲノアミン生成率に悪影響を与
えない範囲で、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分以外の成分を含有することができ
る。その他の成分として、香料、色素などを含有してよい。
【００３９】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、モノハロゲノアミン生成率及び安定性に
悪影響を与えない範囲に限り、水及び溶媒を含有してよい。
【００４０】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、実質的に（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（
Ｃ）成分からなるモノハロゲノアミン製造用組成物であってよい。
【００４１】
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物は、組成物中の（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び
（Ｃ）成分の合計含有量が、好ましくは１０質量％以上、より好ましくは３０質量％以上
、より好ましくは５０質量％以上、より好ましくは７０質量％以上、より好ましくは９０
質量％以上、より好ましくは９５質量％以上、より好ましくは９９質量％以上である。
【００４２】
　本発明は、本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物を含んで構成される、一剤型のモ
ノハロゲノアミン製造用物品を提供する。
　また、本発明は、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分のうち２種を含有する第１の
組成物と、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分のうち第１の組成物が含まない残りの
１種を含有する第２の組成物とを、分離した状態で含んで構成される、二剤型のモノハロ
ゲノアミン製造用物品を提供する。
　また、本発明は、（Ａ）成分を含有する第１の組成物と、（Ｂ）成分を含有する第２の
組成物と、（Ｃ）成分を含有する第３の組成物とを、分離した状態で含んで構成される、
三剤型のモノハロゲノアミン製造用物品を提供する。
　本発明のモノハロゲノアミン製造用物品は、好ましくは、一剤型のモノハロゲノアミン
製造用物品である。
　また、本発明のモノハロゲノアミン製造用物品は、好ましくは、（Ａ）成分及び（Ｃ）
成分を含有する第１の組成物と、（Ｂ）成分を含有する第２の組成物とを、分離した状態
で含んで構成される、二剤型のモノハロゲノアミン製造用物品である。
　また、本発明のモノハロゲノアミン製造用物品は、好ましくは、（Ａ）成分を含有する
第１の組成物と、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分を含有する第２の組成物とを、分離した状態
で含んで構成される、二剤型のモノハロゲノアミン製造用物品である。
　また、本発明のモノハロゲノアミン製造用物品は、好ましくは、（Ａ）成分を含有する
第１の組成物と、（Ｂ）成分を含有する第２の組成物と、（Ｃ）成分を含有する第３の組
成物とを、分離した状態で含んで構成される、三剤型のモノハロゲノアミン製造用物品で
ある。
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物で述べた事項、及び本発明のモノハロゲノア
ミンの製造方法で述べる事項は、適宜、これらのモノハロゲノアミン製造用物品に組み込
むことができる。
【００４３】
〔モノハロゲノアミンの製造方法〕
　本発明は、（Ａ）水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオン
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を放出する化合物〔以下、（Ａ）成分という〕と、（Ｂ）Ｎ＋－Ｈ結合を有する化合物〔
以下、（Ｂ）成分という〕と、（Ｃ）アルカリ土類金属水酸化物〔以下、（Ｃ）成分とい
う〕と、水とを混合して、（Ａ）成分と（Ｂ）成分とを反応させる、モノハロゲノアミン
の製造方法であって、
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分、及び（Ｃ）成分を、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸
量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオ
ン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）
に対して、モル比で、４．０以下となるように混合する、
モノハロゲノアミンの製造方法を提供する。
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法には、本発明のモノハロゲノアミン製造用組成
物で述べた事項を適宜適用することができる。
【００４４】
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法は、（Ａ）成分と、（Ｂ）成分と、（Ｃ）成分
と、水とを、所定条件で混合するモノハロゲノアミンの製造方法である。（Ａ）成分と、
（Ｂ）成分と、（Ｃ）成分と、水とを混合することで、（Ａ）成分の水に溶解させた時に
次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオンを放出する化合物と（Ｂ）成分のＮ＋－
Ｈ結合を有する化合物とが、（Ｃ）成分のアルカリ土類金属水酸化物の存在下、水中で反
応する。
【００４５】
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法は、水と混合する（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び
（Ｃ）成分について、（Ａ）成分、（Ｂ）成分、及び（Ｃ）成分を、（Ａ）成分より生成
する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由
来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量
（理論生成モル数）に対して、モル比で、４．０以下となるように混合する。すなわち、
（Ａ）成分、（Ｂ）成分、及び（Ｃ）成分を、〔（Ａ）＋（Ｃ）〕／（Ｂ）のモル比が４
．０以下となるように混合する。〔（Ａ）＋（Ｃ）〕／（Ｂ）のモル比は、好ましくは３
．８以下、より好ましくは３．５以下、さらに好ましくは３．０以下、より更に好ましく
は２．５以下、より更に好ましくは２．０以下、より更に好ましくは１．５以下、より更
に好ましくは１．０以下、より更に好ましくは０．８以下、そして、モノハロゲノアミン
の生成率の観点から、好ましくは０．００５以上、より好ましくは０．０５以上、更に好
ましくは０．１以上、より更に好ましくは０．３以上、より更に好ましくは０．５以上、
より更に好ましくは０．８以上、より好ましくは１．０以上である。
【００４６】
　〔（Ａ）＋（Ｃ）〕／（Ｂ）のモル比は、水との混合に用いる（Ａ）成分の全量、（Ｂ
）成分の全量、及び（Ｃ）成分の全量に基づいて前記の次亜ハロゲン酸量と各成分のイオ
ン量を算出し、それらの値に基づいて算出することができる。例えば、（Ａ）成分、（Ｂ
）成分、及び（Ｃ）成分の仕込み量から、前記モル比を計算することができる。
【００４７】
　なお、本発明のモノハロゲノアミンの製造方法においても、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及
び（Ｃ）成分は、それぞれ固体であることが好ましい。（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ
）成分について、それぞれが固体であるということは、室温、例えば２０℃において固体
であることをいう。また、（Ａ）成分、（Ｂ）成分又は（Ｃ）成分が他の固体に担持され
て実質的に固体であると認識できる状態も、固体に含めることができる。
【００４８】
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法は、本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物
を用いて行うことができる。
　本発明のモノハロゲノアミン製造用組成物で述べた事項は、適宜、本発明のモノハロゲ
ノアミンの製造方法に組み込むことができる。
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法に用いる（Ａ）成分と、（Ｂ）成分と、（Ｃ）
成分のそれぞれの好ましい態様、（Ａ）／（Ｂ）モル比、（Ｃ）／（Ｂ）モル比、（Ａ）
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成分と（Ｂ）成分の質量比［（Ａ）／（Ｂ）］等の好ましい範囲は、モノハロゲノアミン
製造用組成物と同じである。
【００４９】
　水中での（Ａ）成分及び（Ｂ）成分のそれぞれの濃度は、モノハロゲノアミンの用途及
び使用方法を考慮して決定することが好ましい。
　（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の仕込み量から計算される水中で生成するモノハロゲノアミ
ンの理論濃度は、得られたモノハロゲノアミンを殺菌剤として使用する観点から、好まし
くは１００μｇ／Ｌ以上、より好ましくは１ｍｇ／Ｌ以上、更に好ましくは１０ｍｇ／Ｌ
以上、より更に好ましくは１００ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは２００ｍｇ／Ｌ以上
、より更に好ましくは５００ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは７５０ｍｇ／Ｌ以上、取
扱い性及びモノハロゲノアミンの生成率の観点から、好ましくは１００ｇ／Ｌ以下、より
好ましくは５０ｇ／Ｌ以下、更に好ましくは２０ｇ／Ｌ以下、より更に好ましくは１０ｇ
／Ｌ以下、より更に好ましくは５ｇ／Ｌ以下である。この理論濃度となる量で（Ａ）成分
と（Ｂ）成分とを用いることが好ましい。
　理論モノハロゲノアミン生成濃度は、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次
亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）又は（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生
成モル数）の少ない方の値に、モノハロゲノアミン分子の分子量を掛けて、水量で割った
濃度として定義される。
　また、水中で、実際に生成するモノハロゲノアミンの濃度は、得られたモノハロゲノア
ミンを殺菌剤として使用する観点から、好ましくは１００μｇ／Ｌ以上、より好ましくは
１ｍｇ／Ｌ以上、更に好ましくは１０ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは１００ｍｇ／Ｌ
以上、より更に好ましくは２００ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは５００ｍｇ／Ｌ以上
、より更に好ましくは７００ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは７５０ｍｇ／Ｌ以上、取
扱い性及びモノハロゲノアミンの生成率の観点から、好ましくは１００ｇ／Ｌ以下、より
好ましくは５０ｇ／Ｌ以下、更に好ましくは２０ｇ／Ｌ以下、より更に好ましくは１０ｇ
／Ｌ以下、より更に好ましくは５ｇ／Ｌ以下である。
【００５０】
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法では、（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）成分と
水とを混合する順序に限定はないが、白濁抑制の観点から、（Ａ）成分の少なくとも一部
と（Ｃ）成分の少なくとも一部とを含む水に、（Ｂ）成分を溶解させることが好ましい。
　即ち、水中で、（Ａ）成分の少なくとも一部及び（Ｃ）成分の少なくとも一部と、（Ｂ
）成分の少なくとも一部とが未反応の状態で存在するように、（Ａ）成分、（Ｂ）成分、
（Ｃ）成分を、水と混合することが好ましい。ここでの反応とは、（Ａ）成分と（Ｂ）成
分とのモノハロゲノアミンの生成反応及び（Ｃ）成分と（Ｂ）成分との中和反応のことで
ある。
【００５１】
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分と混合する水の温度は、扱いやすさの観点から
、好ましくは０℃以上、より好ましくは５℃以上、更に好ましくは１０℃以上、そして、
安全性の観点から、好ましくは８０℃以下、より好ましくは６０℃以下、更に好ましくは
５０℃以下、より更に好ましくは４０℃以下である。また、反応中もこの温度を維持する
ことが好ましい。（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分と混合する水の温度は、モノハ
ロゲノアミンの生成率の観点から、４０℃以下が好ましく、３０℃以下がより好ましく、
１０℃以下がより好ましい。
【００５２】
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法では、（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分
を、それぞれ固体で、水と混合することが好ましい。（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）
成分は、同時に水と混合しても良く、別々に水と混合しても良い。前記のように、（Ａ）
成分の少なくとも一部と、（Ｃ）成分の少なくとも一部とを含む水の存在下に、（Ｂ）成
分を前記水に溶解させることが好ましい。
【００５３】
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　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法は、モノクロラミンの製造方法として好適であ
る。
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法は、（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）成分を、
所定の前記モル比の条件下で、水と混合するだけでモノクロラミン等のモノハロゲノアミ
ンを速やかに製造することができる。
　本発明のモノハロゲノアミンの製造方法は、殺菌剤の製造方法として実施しても良い。
【００５４】
　本発明では、反応終了後の反応液のｐＨが８．０以上となるように（Ａ）成分と（Ｂ）
成分とを、（Ｃ）成分の存在下で、反応させることが、モノハロゲノアミンの生成率を向
上させる観点から好ましい。反応終了後の反応液のｐＨは、モノハロゲノアミンの生成率
の観点から、好ましくは８．０以上、より好ましくは８．５以上、更に好ましくは９．０
以上、より更に好ましくは９．３以上、より更に好ましくは１０．０以上、そして、白濁
の抑制の観点から、好ましくは１３．０以下、より好ましくは１２．８以下、更に好まし
くは１２．５以下、より更に好ましくは１２．４以下、より更に好ましくは１２．０以下
、より更に好ましくは１１．５以下、より更に好ましくは１１．０以下、より更に好まし
くは１０．０以下である。反応終了後の反応液のｐＨは、反応終了後の反応液の水相部分
のｐＨである。
　本発明において、反応終了後とは、反応液中のモノハロゲノアミンの量に増加が認めら
れなくなった時点及びそれ以後をいう。反応液中のモノハロゲノアミンの量は、一般的な
手法により定量することができる。
【００５５】
　本発明では、得られたモノハロゲノアミンを、殺菌剤として、浴場水、プール、バラス
ト水、製紙分野の白水等に添加して使用することが好ましい。また、モノハロゲノアミン
を含む反応生成物をそのまま殺菌剤として用いることもできる。また、殺菌対象となる水
中で本発明を実施して当該水を殺菌することができる。
【００５６】
　以下に、本発明の態様を例示する。これらの態様には、本発明のモノハロゲノアミン製
造用組成物、及びモノハロゲノアミンの製造方法で述べた事項を適宜適用することができ
る。
＜１＞
　（Ａ）水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオンを放出する
化合物〔以下、（Ａ）成分という〕と、（Ｂ）Ｎ＋－Ｈ結合を有する化合物〔以下、（Ｂ
）成分という〕と、（Ｃ）アルカリ土類金属水酸化物〔以下、（Ｃ）成分という〕とを含
有し、
　（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル
数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分
中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、４．０以下である、
モノハロゲノアミン製造用組成物。
【００５７】
＜２＞
　（Ａ）成分が固体化合物である、＜１＞記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００５８】
＜３＞
　（Ａ）成分が、（Ａ１）ハロゲン化イソシアヌル酸及びその塩、（Ａ２）ハロゲン化ヒ
ダントイン及び（Ａ３）次亜ハロゲン酸塩から選ばれる一種以上の化合物である、＜１＞
又は＜２＞記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００５９】
＜４＞
　（Ａ）成分が、ジクロロイソシアヌル酸ナトリウム、ジクロロイソシアヌル酸カリウム
、トリクロロイソシアヌル酸、クロロジメチルヒダントイン、ジクロロジメチルヒダント
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イン、次亜塩素酸ナトリウム、次亜塩素酸カルシウム、次亜塩素酸マグネシウム、塩化次
亜塩素酸カルシウム、及び塩化次亜塩素酸マグネシウムから選ばれる化合物である、＜１
＞～＜３＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００６０】
＜５＞
　（Ａ）成分の粒子の平均粒径は、好ましくは０．００５ｍｍ以上、より好ましくは０．
０１ｍｍ以上、より好ましくは０．０２ｍｍ以上、そして、反応性の観点から、好ましく
は５ｃｍ以下、より好ましくは１ｃｍ以下、更に好ましくは７ｍｍ、更に好ましくは５ｍ
ｍ以下、更に好ましくは３ｍｍ以下、更に好ましくは１ｍｍ以下、更に好ましくは０．２
ｍｍ以下である、＜１＞～＜４＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００６１】
＜６＞
　（Ｂ）成分が固体化合物である、＜１＞～＜５＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン
製造用組成物。
【００６２】
＜７＞
　（Ｂ）成分が、アンモニウム塩又はスルファミン酸である、更にアンモニウム塩である
、＜１＞～＜６＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００６３】
＜８＞
　（Ｂ）成分が、アンモニウムイオン（ＮＨ４

＋）を含むアンモニウム塩及び有機アンモ
ニウムイオンを含むアンモニウム塩から選ばれる化合物である、＜１＞～＜７＞の何れか
に記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００６４】
＜９＞
　（Ｂ）成分が、塩化アンモニウム、硫酸アンモニウム、リン酸三アンモニウム、リン酸
水素二アンモニウム、リン酸二水素アンモニウム、硝酸アンモニウム、臭化アンモニウム
、ヨウ化アンモニウム、炭酸アンモニウム及び炭酸水素アンモニウムから選ばれる化合物
である、＜１＞～＜８＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００６５】
＜１０＞
　（Ｂ）成分の平均粒径が、好ましくは０．００５ｍｍ以上、より好ましくは０．０１ｍ
ｍ以上、更に好ましくは０．０５ｍｍ以上、より更に好ましくは０．１ｍｍ以上、より更
に好ましくは０．５ｍｍ以上、そして、好ましくは３ｃｍ以下、より好ましくは８ｍｍ以
下、更に好ましくは３ｍｍ以下である、＜１＞～＜９＞の何れかに記載のモノハロゲノア
ミン製造用組成物。
【００６６】
＜１１＞
　（Ｃ）成分が、固体のアルカリ土類金属水酸化物である、＜１＞～＜１０＞の何れかに
記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００６７】
＜１２＞
　（Ｃ）成分のアルカリ土類金属水酸化物が、水酸化カルシウム及び水酸化マグネシウム
から選ばれる化合物である、更に、水酸化カルシウムである、＜１１＞に記載のモノハロ
ゲノアミン製造用組成物。
【００６８】
＜１３＞
　（Ｃ）成分の平均粒径が、好ましくは０．１μｍ以上、より好ましくは１μｍ以上、更
に好ましくは５μｍ以上、そして、好ましくは１ｃｍ以下、より好ましくは１ｍｍ以下、
更に好ましくは０．１ｍｍ以下である、＜１＞～＜１２＞の何れかに記載のモノハロゲノ
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アミン製造用組成物。
【００６９】
＜１４＞
　（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル
数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分
中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、４．０以下、好ましくは
３．８以下、より好ましくは３．５以下、さらに好ましくは３．０以下、より更に好まし
くは２．５以下、より更に好ましくは２．０以下、より更に好ましくは１．５以下、より
更に好ましくは１．０以下、より更に好ましくは０．８以下、そして、好ましくは０．０
０５以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上、より更に好ましく
は０．３以上、より更に好ましくは０．５以上、より更に好ましくは０．８以上、より好
ましくは１．０以上である、＜１＞～＜１３＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造
用組成物。
【００７０】
＜１５＞
　（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数）が、（Ｂ）成分中のＮ＋－
Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、好ましくは０．００５以上、より好
ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上、より更に好ましくは０．２以上、よ
り更に好ましくは０．６以上、より更に好ましくは０．８以上、より更に好ましくは１．
０以上、そして、好ましくは３．５以下、より好ましくは３．０以下、更に好ましくは２
．０以下、より更に好ましくは１．５以下、より更に好ましくは１．３以下である、＜１
＞～＜１４＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００７１】
＜１６＞
　（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル
数）の和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、
モル比で、好ましくは０．００５以上、より好ましくは０．０１以上、更に好ましくは０
．０３以上、より更に好ましくは０．１以上、より更に好ましくは０．３以上、そして、
好ましくは３．５以下、更に好ましくは３以下、更に好ましくは１．５以下、更に好まし
くは１．３以下、更に好ましくは１．０以下である、＜１＞～＜１５＞の何れかに記載の
モノハロゲノアミン製造用組成物。
【００７２】
＜１７＞
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比［（Ａ）／（Ｂ）］が、好ましくは０．０１以上、よ
り好ましくは０．０５以上、より好ましくは０．２以上、更に好ましくは０．５以上、そ
して、好ましくは１０以下、より好ましくは５以下、より好ましくは２以下、更に好まし
くは１．５以下である、＜１＞～＜１６＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組
成物。
【００７３】
＜１８＞
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量中、（Ａ）成分の質量の割合、即ち、
（Ａ）成分の質量×１００／［（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量］が、好
ましくは１質量％以上、より好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１０質量％以上、
より更に好ましくは１５質量％以上、より更に好ましくは２０質量％以上、より更に好ま
しくは２５質量％以上、より更に好ましくは３５質量％以上、そして、好ましくは８０質
量％以下、より好ましくは７０質量％以下、更に好ましくは６０質量％以下、より更に好
ましくは５０質量％以下である、＜１＞～＜１７＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン
製造用組成物。
【００７４】
＜１９＞
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　（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量中、（Ｂ）成分の質量の割合、即ち、
（Ｂ）成分の質量×１００／［（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量］が、好
ましくは１質量％以上、より好ましくは５質量％以上、更に好ましくは１０質量％以上、
より更に好ましくは２０質量％以上、より更に好ましくは２２質量％以上、より更に好ま
しくは２５質量％以上、より更に好ましくは３０質量％以上、そして、好ましくは８０質
量％以下、より好ましくは７０質量％以下、更に好ましくは６０質量％以下、より更に好
ましくは５０質量％以下である、＜１＞～＜１８＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン
製造用組成物。
【００７５】
＜２０＞
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量中、（Ｃ）成分の質量の割合、即ち、
（Ｃ）成分の質量×１００／［（Ａ）成分と（Ｂ）成分と（Ｃ）成分の合計質量］が、好
ましくは０．１質量％以上、より好ましくは０．５質量％以上、更に好ましくは１質量％
以上、より更に好ましくは５質量％以上、より更に好ましくは１０質量％以上、より更に
好ましくは１５質量％以上、より更に好ましくは２０質量％以上、そして、好ましくは７
０質量％以下、より好ましくは６０質量％以下、更に好ましくは４５質量％以下である、
＜１＞～＜１９＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００７６】
＜２１＞
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分が、それぞれ固体である、＜１＞～＜２０＞の
何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００７７】
＜２２＞
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分を含有する一剤型である、＜１＞～＜２１＞の
何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００７８】
＜２３＞
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分から選ばれる２種を含有する剤と、残りの１種
を含有する剤とからなる、二剤型である、＜１＞～＜２１＞の何れかに記載のモノハロゲ
ノアミン製造用組成物。
【００７９】
＜２４＞
　（Ａ）成分を含有する剤、（Ｂ）成分を含有する剤、（Ｃ）成分を含有する剤からなる
、三剤型である、＜１＞～＜２１＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン製造用組成物。
【００８０】
＜２５＞
　組成物中の（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分の合計含有量が、好ましくは１０質
量％以上、より好ましくは３０質量％以上、より好ましくは５０質量％以上、より好まし
くは７０質量％以上、より好ましくは９０質量％以上、より好ましくは９５質量％以上、
より好ましくは９９質量％以上である、＜１＞～＜２４＞の何れかに記載のモノハロゲノ
アミン製造用組成物。
【００８１】
＜２６＞
　（Ａ）水に溶解させた時に次亜ハロゲン酸及び／又は次亜ハロゲン酸イオンを放出する
化合物〔以下、（Ａ）成分という〕と、（Ｂ）Ｎ＋－Ｈ結合を有する化合物〔以下、（Ｂ
）成分という〕と、（Ｃ）アルカリ土類金属水酸化物〔以下、（Ｃ）成分という〕と、水
とを混合して、（Ａ）成分と（Ｂ）成分とを反応させる、モノハロゲノアミンの製造方法
であって、
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分、及び（Ｃ）成分を、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸
量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオ
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ン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）
に対して、モル比で、４．０以下となるように混合する、
モノハロゲノアミンの製造方法。
【００８２】
＜２７＞
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分、及び（Ｃ）成分を、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸
量及び次亜ハロゲン酸イオン量（理論生成モル数）と（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオ
ン量（理論生成モル数）との和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）
に対して、モル比で、４．０以下、好ましくは３．８以下、より好ましくは３．５以下、
さらに好ましくは３．０以下、より更に好ましくは２．５以下、より更に好ましくは２．
０以下、より更に好ましくは１．５以下、より更に好ましくは１．０以下、より更に好ま
しくは０．８以下、そして、好ましくは０．００５以上、より好ましくは０．０５以上、
更に好ましくは０．１以上、より更に好ましくは０．３以上、より更に好ましくは０．５
以上、より更に好ましくは０．８以上、より好ましくは１．０以上となるように混合する
、＜２６＞に記載のモノハロゲノアミンの製造方法。
【００８３】
＜２８＞
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分を、（Ａ）成分より生成する次亜ハロゲン酸量及び次亜ハロゲ
ン酸イオン量（理論生成モル数）の和が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モ
ル数）に対して、モル比で、好ましくは０．００５以上、より好ましくは０．０１以上、
更に好ましくは０．０３以上、より更に好ましくは０．１以上、より更に好ましくは０．
３以上、そして、好ましくは３．５以下、更に好ましくは３以下、更に好ましくは１．５
以下、更に好ましくは１．３以下、更に好ましくは１．０以下となるように混合する、＜
２６＞又は＜２７＞に記載のモノハロゲノアミンの製造方法。
【００８４】
＜２９＞
　（Ａ）成分と（Ｂ）成分を、（Ａ）成分と（Ｂ）成分の質量比［（Ａ）／（Ｂ）］が、
好ましくは０．０１以上、より好ましくは０．０５以上、より好ましくは０．２以上、更
に好ましくは０．５以上、そして、好ましくは１０以下、より好ましくは５以下、より好
ましくは２以下、更に好ましくは１．５以下となるように混合する、＜２６＞～＜２８＞
の何れかに記載のモノハロゲノアミンの製造方法。
【００８５】
＜３０＞
　（Ｂ）成分と（Ｃ）成分を、（Ｃ）成分に由来する水酸化物イオン量（理論生成モル数
）が、（Ｂ）成分中のＮ＋－Ｈイオン量（理論生成モル数）に対して、モル比で、好まし
くは０．００５以上、より好ましくは０．０５以上、更に好ましくは０．１以上、より更
に好ましくは０．２以上、より更に好ましくは０．６以上、より更に好ましくは０．８以
上、より更に好ましくは１．０以上、そして、好ましくは３．５以下、より好ましくは３
．０以下、更に好ましくは２．０以下、より更に好ましくは１．５以下、より更に好まし
くは１．３以下となるように混合する、＜２６＞～＜２９＞の何れかに記載のモノハロゲ
ノアミンの製造方法。
【００８６】
＜３１＞
　（Ａ）成分及び（Ｂ）成分の仕込み量から計算される水中で生成するモノハロゲノアミ
ンの理論濃度が、好ましくは１００μｇ／Ｌ以上、より好ましくは１ｍｇ／Ｌ以上、更に
好ましくは１０ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは１００ｍｇ／Ｌ以上、より更に好まし
くは２００ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは５００ｍｇ／Ｌ以上、より更に好ましくは
７５０ｍｇ／Ｌ以上、そして、好ましくは１００ｇ／Ｌ以下、より好ましくは５０ｇ／Ｌ
以下、更に好ましくは２０ｇ／Ｌ以下、より更に好ましくは１０ｇ／Ｌ以下、より更に好
ましくは５ｇ／Ｌ以下である、＜２６＞～＜３０＞の何れかに記載のモノハロゲノアミン
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の製造方法。
【００８７】
＜３２＞
　（Ａ）成分の少なくとも一部と（Ｃ）成分の少なくとも一部とを含む水に、（Ｂ）成分
を溶解させる、＜２６＞～＜３１＞の何れかに記載のモノハロゲノアミンの製造方法。
【００８８】
＜３３＞
　水中で、（Ａ）成分の少なくとも一部及び（Ｃ）成分の少なくとも一部と、（Ｂ）成分
の少なくとも一部とが未反応の状態で存在するように、（Ａ）成分、（Ｂ）成分、（Ｃ）
成分を、水と混合する、＜２６＞～＜３１＞の何れかに記載のモノハロゲノアミンの製造
方法。
【００８９】
＜３４＞
　（Ａ）成分、（Ｂ）成分及び（Ｃ）成分と混合する水の温度が、好ましくは０℃以上、
より好ましくは５℃以上、更に好ましくは１０℃以上、そして、好ましくは８０℃以下、
より好ましくは６０℃以下、更に好ましくは５０℃以下、より更に好ましくは４０℃以下
である、＜２６＞～＜３３＞の何れかに記載のモノハロゲノアミンの製造方法。
【００９０】
＜３５＞
　反応終了後の反応液のｐＨが、好ましくは８．０以上、より好ましくは８．５以上、更
に好ましくは９．０以上、より更に好ましくは９．３以上、より更に好ましくは１０．０
以上、そして、好ましくは１３．０以下、より好ましくは１２．８以下、更に好ましくは
１２．５以下、より更に好ましくは１２．４以下、より更に好ましくは１２．０以下、よ
り更に好ましくは１１．５以下、より更に好ましくは１１．０以下、より更に好ましくは
１０．０以下である、＜２６＞～＜３４＞の何れかに記載のモノハロゲノアミンの製造方
法。
【００９１】
＜３６＞
　＜１＞～＜２５＞の何れかに記載の組成物の、モノハロゲノアミン製造用組成物として
使用。
【実施例】
【００９２】
〔配合成分〕
　実施例、比較例で用いた成分は以下のものである。
（Ａ）成分
・次亜塩素酸カルシウム：関東化学（株）　試薬鹿1級　高度さらし粉、有効塩素69.0 %
、平均粒径０．０２ｍｍ（光学顕微鏡、１００個の平均、長径を測定）
　次亜塩素酸カルシウムの有効塩素測定は、HACH社　ポケット残留塩素計で行った。
【００９３】
（Ｂ）成分
・塩化アンモニウム：シグマ　アルドリッチ　ジャパン（株）　試薬特級　塩化アンモニ
ウム、平均粒径１ｍｍ（光学顕微鏡、１００個の平均、長径を測定）
【００９４】
（Ｃ）成分
・水酸化カルシウム：和光純薬工業（株）　試薬特級　水酸化カルシウム、平均粒径０．
０２ｍｍ（光学顕微鏡、１００個の平均、長径を測定）
【００９５】
〔評価方法〕
（１）モノクロラミンの生成量
　表１の成分を水に混合した後、JIS K 0400-33-10：1999に記載のモノクロロアミン体結



(18) JP 6875111 B2 2021.5.19

10

20

30

合塩素の定量を行い、モノクロラミンの生成量を得た。
【００９６】
（２）白濁の抑制
　反応液の透過率を、（株）日立ハイテクサイエンス社　U-3900H型分光光度計を用い、
光路長10 mmの条件で660 nmの吸光度を測定し、変換することで得た。
　実施例４、比較例２については、表１の使用量の混合物をモノクロラミンの理論濃度が
０．７５ｇ／Ｌになるように水で希釈した場合の倍率で、反応液を水で希釈した希釈液に
ついて、透過率を測定して白濁の抑制を評価した。
【００９７】
実施例１
　イオン交換水100mLを撹拌しながら（マグネチックスターラー400 rpm、２５℃、以下同
じ条件）、次亜塩素酸カルシウム0.150 gと水酸化カルシウム0.170 gと塩化アンモニウム
0.100 gを、この順序で入れた。10分間撹拌した後の反応液について、前記の方法でモノ
クロロアミン体結合塩素の定量を行い、モノクロラミンの生成を確認した。また、前記の
方法で透過率を測定した。透過率は62 %であった。実施例１の条件や結果を表１に示した
。
【００９８】
実施例２、３、５、６、比較例１
　実施例２、３、５、６、比較例１は、各成分を表１の使用量で用い、実施例１と同様に
行った。実施例２、３、５、６、比較例１の条件や結果を表１に示した。
【００９９】
実施例４
　イオン交換水100mLを撹拌しながら、次亜塩素酸カルシウム3.00 gと水酸化カルシウム5
.00 gと塩化アンモニウム6.00 gを、この順序で入れた。10分間撹拌した後の反応液の希
釈液について、前記の方法でモノクロロアミン体結合塩素の定量を行い、モノクロラミン
の生成を確認した。また、前記の方法で透過率を測定した。透過率は74 %であった。実施
例４の条件や結果を表１に示した。
【０１００】
比較例２
　比較例２は、各成分を表１中の使用量で用い、実施例４と同様に行った。比較例２の条
件や結果を表１に示した。
【０１０１】
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